
 

 

 
 

 

 

 

 新しい 1年がはじまりましたね。今年の十二支はウサギ。十二支は暦や方角を 

表す漢字に動物を当てはめたものですが、ウサギのぴょんぴょんと跳ねる姿から 

「飛躍」の意味が込められることもあるそうです。新たな目標を胸に、新年を迎 

えた人も多いと思います。みなさんにとって「飛躍」の１年になるよう、保健室 

からも応援しています。 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

  

  

年末年始、テレビではたくさんのお笑い番組が放送されていましたね。笑うと楽しい気分になるだけ 

 でなく、さまざまな病気の予防や改善に役立つことが科学的にも証明されています。 

  笑うと「ＮＫ（ナチュラルキラー）細胞」が活性化されます。このＮＫ細胞は白血球の一種で、がん細   

胞や細菌に感染した細胞を死滅させる力があります。つまり、笑うと免疫力が高まり、さまざまな病気に 

対して強い体ができるのです。その他にも、脳が活性化し記憶力がよくなったり、リラックス効果をもた   

らしストレスホルモンが減少したりするなど、様々なよい効果があ 

ります。面白いことがないから笑っていないという人も、作り笑い  

をするだけでも健康にいい効果があるそうですよ。 

  今年はぜひ、１日１回、鏡に向かってニッコリする習慣をつけて 

ください。学校でも、あなたが笑顔でいれば、コミュニケーション 

が広がり、「笑いの輪」が生まれると思います。 

  「笑う門には福来る」。ぜひ、新しい年を「笑い」で幸せなもの 

にしましょう！  
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